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歯髄の生物学的特性と再生能の観点から
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我々は歯の外的侵襲後の象牙芽細胞様細胞分化における細胞・
細胞外マトリックス相互作用の全貌を解明すること目指している。
歯髄幹細胞／前駆細胞ニッチは、象牙芽細胞下層、歯髄中央部、根
尖部歯髄の三箇所が想定されているが、外的侵襲程度の大きさや歯
の再植時に歯根切除・髄床底穿孔などの人為的な処置を組み合わせ
ることが象牙芽細胞様細胞分化過程に影響を及ぼす。弱い侵襲（歯
の切削）と強い侵襲（歯の再植・移植）動物実験モデルと各種遺伝
子改変マウスを組み合わせることにより、歯髄幹細胞／前駆細胞と
象牙芽細胞様細胞との関連が見えてきた。本講演では、歯髄内血行
の回復と歯髄幹細胞／前駆細胞と細胞外マトリックス相互作用の関
連から歯の損傷後の歯髄修復機構から学ぶべき事項を総括し、可逆
性・不可逆性歯髄炎の解釈と診断のベースとなる歯髄の生物学的特
性と再生能の観点から歯髄保護を考えたい。
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